	開催日時
	平成23年10月28日（金）午後７時から午後９時１０分　　　天気　晴れ

	場所
	岸集会所

	町民参加者
	男32人　女４人（40代以下　４人、50代　４人、60代以上　２８人）　計　36人

	町出席者
	町長、副町長、教育長、政策秘書課長、企画財政課長、総務防災課長、町民課長、生涯学習課長、議会事務局長、都市整備課長、事務局２人



会場で出された主な意見や提案
≪テーマ：防災関係≫
　○丸山に貯水池がある。雨が降ると貯水池の排水路が、過去３回オーバーフローしてしまっている。今後そういった事がないように排水路の点検をしていただきたい。
　○山北町では避難勧告・指示をだす基準は決めてあるのか。
　○町民は各地区の雨量計の測定結果を一括して見る事ができるのか。また、インターネットが使用出来ない町民はどうしたら良いのか。
　○町と地域の防災倉庫の役割や備品購入の根拠、自治会・町の役割をはっきりしていただきたい。
　○実際に自主防災組織として何を行えば良いのか分からない。

　○御殿場線の運行状況などを防災無線で知らせしていただき、ありがたいと思っているが、情報提供が遅い時もある。通勤先が遠いため、可能であればもっと朝早くに情報提供をお願いしたい。
　○大雨の時などに御殿場線の電車が国府津駅～松田駅間で止まってしまう。松田駅～山北駅間の運行はできないか。危険箇所等はないと思う。

≪テーマ：その他≫
○山北町の放射能に対するスタンスはどうなっているのか。学校給食の食材として地元の農産物をとれたて山ちゃんから納品していたが突然ストップした。また、その後、突然納品が再開された。どういった根拠で再開されたのか。
○町は放射能測定器を所持しているのか。また、町として測定をどこまで行うのかお聞きしたい。
○県道721号線は、現在、車道のセンターラインをはみ出て大型車が通行している。非常に危険であるので、何とかしていただきたい。
○原耕地に大型店舗ができるという噂があるが、地元に説明がないため情報が錯綜し混乱している。
○小田原・山北線74号について、現在、生徒の登下校時に大型車が通行していて、非常に危険である。以前、登下校の時間帯は大型車の通行を禁止していたはずだが、どうなっているのか。

○山北町が広域消防の中に組み込まれた場合、現状のサービスは維持されるのかという点を確認
したい。
　○広域消防については、山北町でも財政面等のメリット・デメリットの情報を町民へ提供するべきではないか。
　○私達は酒匂川の堤防より低い地域に住んでいる。そのため、三保ダムの決壊の危険性があるのか不安である。ダムが決壊したときのシミュレーションを行っていただき、三保ダムが決壊したときの避難経路や避難場所について、再検討し、町民に周知していただきたい。
　○原耕地内の道路建設計画は残っているのか。
　○現在、町でかかえている課題の中で、町長として最重要として取り組んでいるものは何か。
　○中長期的にみて町の人口を２倍、３倍にする計画を立てても良いのではないか。
